
つかえる社会　5年「米づくり」

資料編：データの出どころと、福岡県の品種のこと

このプリントで使っている資料の出どころと、品種の背景をまとめました。先生向けの紙です（子どもに配る用ではあ

りません）。数字やQRの先を教室の大型提示装置で見せると、プリントの資料がそのまま「本物のデータ」につながり

ます。

1　米（水稲）の収穫量（令和7年産の実数）

区分 収穫量 プリントでの表記

全国 7,790,000 t ―

1位　新潟県 637,900 t 63.8万t

2位　北海道 578,000 t 57.8万t

3位　秋田県 513,900 t 51.4万t

15位　福岡県 175,900 t 17.6万t

出典：農林水産省「作物統計調査」令和7年産（水陸稲・子実用）。確報の公表は令和8年3月。統計表（Excel）は、下のQRの作況調査ページから

「令和7年産」→ e-Stat の順にたどれます。

2　福岡県で生まれた品種と、その背景

夢つくし

キヌヒカリとコシヒカリのかけ合わせ。たおれにくく育てやすい、福岡県で最初の良食味品種です。

元気つくし

高温障害（夏の高温の影響で米粒が白くにごり、品質が下がること）に強い品種として生まれました。品種登録は平成

23年。プリント3・4まい目の「暑さに強い品種を作ったわけ」は、この品種の背景そのものです。

実りつくし

にこまると元気つくしのかけ合わせ。暑さに強く、収穫量が多い品種です（品種登録は平成29年）。

恵つくし

いもち病に強く、中山間地域向け。令和4年に出願公表された新しい品種です。

授業でのつかいどころ：2まい目（グラフを読む）→ 3まい目（暑さのこまりごと×品種の表をつなげる）→ 4まい目（資料を

根拠に説明する）の順です。福岡県の子にとっては、資料が自分の県の話になります。他県で使う場合も、「自分の県の品種」

を同じページ構成で調べさせると、そのまま追究活動になります。

3　一次資料へのリンク（QR）

農林水産省「作況調査（作物統計）」

www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/sakumotu/

福岡県農林業総合試験場「育成品種」

www.farc.pref.fukuoka.jp/hinshu/hinshu.html
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